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第
1
3
次
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
の
木
簡

一
、
木
簡
出
土
の
地
点
と
状
況

昭
和
3
8
年
度
第
1
3
次
平
城
宮
発
掘
調
査
に
お
い
て
２
ヶ
所
の
土
墳
Ｓ　Ｋ
　８７０　
･

Ｓ
　Ｋ
８２０
か
ら
木
簡
が
発
見
さ
れ
た
。
平
城
宮
の
発
掘
訓
査
で
木
簡
が
検
出
さ
れ

た
の
は
、
今
回
が３
度
囗
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
3
6
年
１
月
に
ぶｙ
に
○区

Ｓ
　Ｋ
２１９
土
墳
か
ら
4
1
点
出
土
し
た
の
が
最
初
で（
その
詳
細
は「
平
城
官発
川
訓
査

報
告Ｕ
」
頁
5
0
以
下
に
雎
告し
た
。以
ド「
平
城
宮服
告
卜」
と
略記
す
る）
第２
回
は
、

昭
和
3
6
年９
月
ふｙ
劬
○
区∽
応
叫
｝－
り
井
戸
か
ら
２
点
が
隴
出
さ
れて
い
る

（
こ
れにつ
いて
は
、「
奈良
国
立文
化
財研
究
所
年
棗
言β
」
に
簡述
し
た）。
し
か
し

今
回
発
見
さ
れ
た
木
簡
は
、
総
計
約
１
.９呂
点
を
か
ぞ
え
、
内
容
的
に
も
じ
富
な

も
の
を
含
み
、
質
虻
と
も
に
前２
回
を
圧
倒
す
る
発
見
で
あ
っ
た
。
平
城
宮
の
木

簡
に
か
け
る
期
待
は
今
後
ま
す
ま
す
大
き
く
なっ
た
と
い
え
よ
う
。

Ｓ
　Ｋ
８７０
土
墳
は
、
第
２
次
内
裏
の
内
郭
築
地
回
廊
東
北
隅
か
ら
北
約
4
0
m
に

あ
た
り
、
内
裏
の
外
郭
内
に
匳
匠
す
る
。
こ
の
土
墳
か
ら
4
1
点
の
木
簡
が
出
土
し

た
。
現
地
表
か
ら
比
較
的
浅
い
上
壌
で
あ
る
た
め
、
遺
物
の
残
存
状
況
は
良
好
で

は
な
かっ
た
。
出
土
木
倒
に
は
紀
年
銘
が
な
く
、
土
墳
の
埋
没
年
時
は
明
瞭
で
は

な
い
。
但
し「
左
衛
士
府
」
と
記
さ
れ
た
圈
が
あ
る
か
ら
、
左
勇
士
術
と
官
名
を

改
め
た天
平
宝
字
２
年
８
月
か
ら
天
平
宝
字
８
年
９
月
の
闘
で
は
あ
り
得
な
い
。

歴
　史
　研
　究

室

切
凶
咫
っ
土
壙
は
Ｓ
　Ｋ
８７０の
東
約
2
8
m
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
第
２
次
内
尖
の
外

郭
内
に
あ
つ
て
、
外
郭
東
面
築
地
よ
り
約
3
6
m
西
に
あ
た
る
。
遺
物
の
出
土
状
態

か
ら
ふ
て
、一
時
期
の
ご
み
棄
穴
で
あ
り
、
そ
の
埋
没
年
代
は
年
り
の
記
救
の
あ

る
も
の
の
約
８
割
が
天
平
1
7
年
４
月
か
ら
1
9
年
８
月
の
３
ヶ
年
に
か
た
ま
っ
て
い

る
か
ら
、
天
平
1
9
年
８
月
を
あ
ま
り
へ
だ
た
ら
な
かっ
た
と
推
定
で
き
る
。
出
土

木
筒
の
総
点
数
はｓ
宕
点
て
あ
る
。

昨
年
1
0
月
公
川
し
た
匸平
城
宮
第
1
3
次
発
掘
調
表
出
土
木
簡
概
報
」
に
は
約
１
｡６００点
と
し
た

が
、
確
認
総
数
がこ
の
概
数
を
大
輻
に
う
わ
ま
わっ
た
の
は
、
そ
の
後
の
木
質
造
物
整
理
の

際
に
発
見
さ
れ
た
断
簡
、
零
墨
煩
の
も
の
が
、
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
た
めで
あ
る
。

二
、
木
簡
の
形
態
分
類

「
平
城
宮
報
告
皿
」
で
示
し
た
Ｓ
Ｋ
２１９出
土
木
簡
の
型
式
分
類
に
、
今
回
出
土

し
た
も
の
の
形
態
を
加
え
て
、
左
に
あ
ら
た
めて
、
現
在
ま
で
の
木
筒
の
形
態
分

類
を
か
＆
げ
る
と
、
つ
ぎの
1
3
型
式
に
な
る
。

合二
型
式
、
短
附
形
の
も
の
、「
平
城
宮
報
告一
」
呂
｝型
式
に
あ
た
る
。

呂
旨
型
式
、
小
形
短
形
の
も
の
。

宕
心
型
式
、
小
型
短
形
の
材
の一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

２



6０３１型
式
、
長
方
形
の
付
の
両
端
左
右
に
叨
り
込
ふ
を
い
れ
た
も
の
。「
平
城

宮
報
告
皿
」６０３型
式
。

６０３２型
式
、
長
力
形
の
材
の一
端
の
左
右
に
叨
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。
匸ｔ

城
官
報
告
翦」
呂｛
聖
式
。

６０３３型
式
、
長
方
形
の
材
の一
端
の
左
右
に
叨
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖
ら

し
た
も
の
。

６０３９型
式
、
長
方
形
の
材
の一
端
の
左
右
に
叨
り
込
人
が
あ
る
が
、
他
端
は
折

批
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
明
の
も
の
。

目
印
型
式
、
長
方
形
の
付
の一
端
を
尖
ら
し
た
も
の
。「
平
城
官
服
告Ｕ
」
日

丿咽
式
。

６０５９１
=
1

式
、
長
方
形
の
材
の一
端
が
尖っ
て
、
他
端
の
形
態
が
不
明
の
も
の
。

目
皀
聖
式
、
川
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
吊
れ‥の
あ
る
も
の
。

目
鴎
型
式
、
あ
る
伍
の
川
途
を
もっ
と
推
定
さ
れ
る
木
製
品
に
川
1
1
:

‥の
あ
る
も

の
で
、
そ
の
川
途
が
判
然
と
し
な
卜
も
の
。

目
印
川
式
、
折
批
、
腐
蝕
そ
の
仙
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。
匸ｔ

城
官
縦
告
町
」
目
谿Ｅ式
。

呂
９１型
式
、
削
り
川
、「
平
城
宮
報
告
1
1
」
昌`
型
式
。

第
1
3
次ｆ
城
宮発
掘調
査
出
土
の
木
簡

三
、
木
簡
の
形
状
と
内
容

Ｓ
Ｋ
８７Ｑ
　出
土
木
簡

木
簡
の
遣
俘
状
況
は
わ
る
く
、
総
点
数
4
1
点
の
う
ら
、
完
形
も
し
く
は
そ
れ
に

ち
か
い
形
を
と
ゞ
めて
い
る
も
の
は
、
つ
ぎ
の
３
点
で
あ
る
。

（
回
心

一
。左
術
Ｌ
府
）
　
（
呂
印
聖
式
）
、「
刑
マ
石
次口
口
」
　
（
ｓ
に
聖
式
）
、

「
紫
菜
」
　
（
６０３３！ｎ
式
）

あ
と
は
、
断
簡
な
い
し
零
墨
頽
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
、「
・：
二
石
六
斗

三
石
ヒ
牛
五
石
二
石
…一
の
よ
う
に
穀
類（
？
）
を
計
上
し
て
い
る
も
の
。「
建

マ
益
人
」「
波
多
部
国
口
」「
他
川
床
足
」
な
ど
人
名
を
記
載
し
て
い
る
も
の
が

あ
る
。
人
名
記
秡
の
簡
が
ど
の
よ
う
な
性
桁
の
も
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
あ
え

て
臆
洲
す
る
な
ら
さ
き
の「
左
衛
士
府
」
の
簡
と
関
迚
づけ
て
、
術
Ｌ
の
姓
名
を

ｎ
‥き
上
げ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
も
お
も
ね
れ
る
。

Ｓ
Ｋ
８２０
　出
土
木
簡

形
状
　さ
き
に
の
べ
た
刷
式
に
分
頬
す
る
と
。
圧
倒
的
に
多
い
の
は
呂
２
や
式

（
削
り
肘
）
で
罵
い点（
5
2
％
）
、
つ
い
で
多
い
の
が
残
㈲
劣
果
て
原
形
不
明
の

も
の（
６０８１型
式
）
が？Ｚ
点（
3
4
％
）
、
こ
の
２
種
で
全
体
の
実
に
8
6
％
強
を
し

第１図「紫菜JF左衛|:府」

め
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
の
ぞ
く
に呂
点

（
1
4
％
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
の
な
か

に
は
上ｔ
も
し
く
は下
半
が
欠
失
し
て
い

て
、
原
形
が
完
全
に
確
認
で
き
な
い
も
の

が
6
5
点
あ
る
か
ら（
呂
治
聖
式
、
呂
昭

慨
式
）、
結
局
こ
れ
を
の
ぞ
く
｝留
点（
全
３

li:

宍

‘

i
J

I

121

j



奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

体

の
１
割
弱
）

が
完
形

も
し
く
は
そ
れ
に
ち

か
い
形
状
を

と
ｙ

め
て
い
る
の
で
あ

る
。内

容
　

記
載
内

容
は
大
別

し
て
ｍ

の

往
復
文
書
、
㈲
伝
票
、
帳
簿
類

薗

荷
札
、

ｊ

付
札
類
、

Ⅲ
習
書
、
楽

書
類

の
３

種
に
な
る
。

ｃ

ｕ

り
　

こ
れ
に
は
官
司

の
差
出
す
公

文
書
と
個
人
の
解
・
啓

状
が
ふ
く
ま
れ
る
・

前
者
の
例
と
し
て

は
、

図
書
寮
解
（
断
簡
）
、
勅
旨
紙
を
打
つ

た
め
に
三
野
部
石

嶋
等
を
召
喚
し
て
い
る
某

司
符
（

差
出
官
司
は
第
四
等
竹

が
属

と
記
さ
れ
て

い
る

か
ら
職
・
寮
の
官
司
で
あ
り
、
内
容
上
紙
に
関
係
し
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
さ

ら

に
限
定
し
て
、
こ
の
差
出
宮
司
は
図
書
寮
で
あ

る
か
も
し

れ
な
い
）
、
某

府
移
（
上

半
欠
）
、
某
府
（
兵

術
府

力
）
移
（
充
所

出
雲
国
司

、
削
川

）
、
某
牒
２
点
、
某
邯

司
解
、
某
解
（
充
所
川

口
關
務
所

）
な
ど
が
あ
り
、
文
書
形
式
は
省
略
さ
れ
て
い

る

が
、
召
喚
状
と
で
も

い
う
べ
き
も
の
が
兵
衛
府
、
某
寮
各
１
点

づ
ｉ
あ

る
。
こ
の

ほ
か
官
司
名
の
記
技

の
あ

る
も
の
を
一
括
し
て
あ
げ

る
と
、
中
務
、
民
部
、
宮
内

の
３
省

が
各
１
点
、
大
膳
職
が
４
点
、
木
工
察
、
内
膳
司
、
造
酒
司

が
各
１
点
ず

っ

あ
る
。
民
部
省
を

の
ぞ
い
て

こ
れ

ら
の
官
司

が
い
ず
れ

も
、
中
務
、
宮
内
両
省

に
関
係
し
た
も
の
で

Ｉ
’゚
゛
。
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一
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Ｗ
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；
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ｔ

り

？

耆

廿
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４
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ｔ

匙

枩

儖

湧

匝

ほ

一

府 移某第 ２図

あ

る
点
が
注
意
さ
れ

る
。
こ
の
点

は
出
土

地
点
の
性
格
を
考
察

す
る
場
合

に
参
考

匚

な
る
。
さ
ら
に
さ
き

に
あ
げ
た
文
書

の
差

出
官
司

に
つ

い
て
み

る
と

、

兵

衛

府

の

も

の

が

数

点

見

出

さ

れ

る

こ

と

も

無

視

で
き

な

い

。

実

は
兵

衛
府

に

関

係

し

た

も

の

は
、

右

の

も

の
以

外

に
、

内

裏
（
「

西

宮

」
）

の
南

門

、

角

門

、

東

一
、

二

、

三

門

、
北

門

、

北

府

な

ど
の

守

衛

に
兵

衛

を

割

当

て

る

た

め

の
扎

と
考

え

ら
れ

る

も

の

が
断

簡

類

あ

わ

せ

て
5
5

点

の
多

く

が
発

見

さ

れ

て

い

る

の

で
あ

る
。

そ

れ

は

た

と

え

ば

左

の

よ
う

な

記

載
内

容

を
も

っ

、

「
　
　
　
　

日
下

マ
　

ヽ
鴨

西
宮
南
門
茨
Ⅲ
下
角

奈
林

茨
川
　
合
五
人

」

第31 司　S  K  8 2 0土 拡

こ
れ
は
某
月
某
日
昼
あ

る
い
は
夜
の
西
宮
南
門
お
よ
び
角
門

の
守
術
は
日
下

部
以

下
５
人

の
兵
衛

が
あ
た

る
。

合
点

の
っ

い
て

い
る
茨
田
は
、

下

を
下

番
と
解
す

る
と
、
な

ん
ら
か
の
事
情
で
番
を
下

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（

口
絵

Ｉ

）禄
令
集
解

に
よ

る
と
、

兵
衛
は
京
に
っ

め
る
６

ヶ
月
の

う
ち
、

｝８

囗
以
上
を

内
裏
の
門
南
番
に
の
ぼ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
（
同

令
集
解
兵

南
条
古
記
）
、
右
の
割
当
札

は
日
々
の
門
衛

を
割
り
ふ
っ
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
但

４
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○カツコ内の数字は頻度数○（西宮三門）はl心宮東･-･‥二・三門を指す表１　　門　と　兵術
脳二か、＿､_、　　　　　 ｎ　　　　ｌ　　　　ｌ

西宮附門(5)。L(2)、日下部(2)、茨lll(2)、大野、春部、71子、音米、船、室
角門(2)鴨、違沙、丹比部、余抹

西宮東
一門(7)茨Ⅲ(5)、川上(拡大削2)、敢、石囗、膳、71予、錦部、室、欠Ⅲ部、囗

東二門(8)奈林(3)
、三野(3)、綾(2)、土師(2)、浦部、大原、軽、多紀、錦部、額1,u、愉前、尾張

東三門(2)額田(2)
、漆部、各務、丹比部、鏥部、秦、抃、茨川、神

(西宮三門)　　　冊長／夊曇鳥
、大原人魚、上廣足囗II凵牛||･、民金万呂

北炬門(1)礒、石|剛河内、坂井、宗我、Ⅲ部、逆守、錦部、八川、養徳､片麻、雌張
北　門(t)　日下部

、県
北　府(1)大伴、服結

茨m(3)
、各陷(2)、川上足圉2)、川上、河内五足(2)、河内、Ⅲ卜牛日て2)、

その鄒こみえる｜　土師(2)
、童(2)、欠1川･副　　|(2)、県若口、大原人魚、存部、上廣足、勝、

兵　銜　姓　名ｌ　浄|‾|、民ロロコ、鏥、奏口麻Ｍ、抃、三野、神、養徳、尾帳

第
1
3
次平
城
宮発
掘訓
衣
出
土
の木
簡

し
、
こ
れ
が
単
な
る
割
当

扎
で
な
い
こ
と
は
、
記
哉

事
項
の
な
か
に「
食
司
目

下
マ
太
万
呂
状
」と
かＩ．刺

夕
抖
」
と
あ
る
の
で
同
時

に
、
食
禄
請
求
も
し
く
は

支
給
の
に
票
と
し
て
の
川

も
は
た
し
て
い
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
兵
術
と
判
断
さ

れ
る
川
内
五
百
足
、
川
口

牛
甘
２
人
の
食
料
訪
求
柴

が
２
点
ほ
か
に
見
出
さ
れ

る
こ
と
も
参
照
さ
れ
る
。

Ｓ
　Ｋ
８２０
出
土
木
簡
の
な

か
で
、
兵
衛
に
関
係
し
た

簡
は
、
質
量
と
も
に
大
き

な
匳
毆
を
占
め
て
お
り
、

さ
き
の
中
務
、
宮
内
両
省

関
係
の
も
の
と
併
せ
て
、

こ
の
地
点
の
性
桁
を
考
え

る
重
要
な
材
料
で
あ
る
。

（
表
１
参
照
）

個
人
の
啓
・
解
状
と
し

て
は
、
某
啓
状
３
点
、
川
上
足
桙
啓
状（
川

上
足
桙
は
兵
衛
）
、
匳
前
大
舎
人
倭
麻
呂
解

状（
削
り
听
）、
某
解
状
２
点（
い
ず
れ
も
残

而
）
、
山
口
伊
美
占
紺
糸
逆Ｌ
状
が
あ
る
。

㈲
　
　支給
伝
票
の
例
と
し
て
は
、

（
表
）
　
「
鍠
部
小
浜
給
鏥一

（
屯
ヵ）（
別
筆
）

（
火
）
　「
ト
ロ
潤
口
口
」

川
々
の
支
給
を
に‥き
あ
げ
た
帳
節
ぽ
の
も

の
と
し
て
は
第
４
図
に
かｙ
げ
た
も
の
が
あ

り
、
請
求
公
票
、
帳
簿
の
煩
と
し
て
は
。

（
請
）

三
升
請
乂
廿
川
日
古
御
洲
三
升
口
乂
廿
五
川

（
Ⅲ
）（
川こ（
古
御
酒三
垰
請こ

古
御
酒
三
升
請
又
口
口
口
口
口
口
口
口
口

（
。力）

九
月
口
口
古
御
洲
二
升（
右
半
欠
）

な
ど
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
附
人
伝
票
と
お
も

ね
れ
る
も
の
に
、

・‘・く
　↑叭
匕
’

ＸＩ
人
廿
日μ
銭
百
六
卜
夂
芥
充

（
ジ
）
茗
・’ｊ
ブ
Ｌ
八
文
小五
十ニ
リμ
銭
゛̈̈
だ

扣
言
气
（
裏
）
合
参
百
壱
拾
陸
文

な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
官
庁
の
吏
務
処
川

に
っ
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
断
面
煩
で
文μ
‥の
一
断
爿
を
つ

た
え
る
も
の
が
相
当
な
数
に
の
ぼ
り
、
そ
の

う
ち
人
名
記
秡
の
あ
る
も
の
に
は
、
兵
術
の

冂
縮
十（

レ
）

留
治
匚

I 〃♂jコ
插
料一

（
絶
ヵ
）

廿
目
口

Ｉｊ
Ｗｌ
ＩＩ
ト－

１
－
一
Ｉ

匚

遜

ご
口

口

虫一
匹

口
匹
］給

口
三
匹

固
口

第
４
図
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ほ
か、
真
読
女・
子刀
自・
五
十
上女・
春日
女・
子
奈女・
玉
敷女・
大
津
女

な
どの
女
姓
名（
釆女？
）
、
奈
良王・
竹
原
王・
玉
手
王・
川
勢王
な
どの
王

名
がみ
と
め
ら
れ
る
。
な
お
、木
簡所
秡の
人
名
で
中
飭少
烝
池
川
足
継
は正
史

に
技
せ
られて
お
り
、
続囗
本
紀天
平
宝字元
年５
月
条に
従
五
位下
に
叙せ
ら

れて
い
るの
を
初
見
に
、天
平
宝
字７
年４
月
左少
弁
に
任
ぜ
ら
れ
るまで５
回

み
えて
い
る
。

ｊｌ
　
　
付
札
順
に
は
、
調
・
贄
・
中
男
作
物
・
白
米
・
麦
な
ど
の
地
力
貢
進
物

じにっ
け
ら
れ
た荷
杜
と
宮内
で
傑
竹
整川
川
にっ
け
た札
の２
様
があ
る。

前
者につ
いて
現
在
確認
で
き
る
総点
数
は
｝日
点で
あ
る。
内
訳
は
訓
が
6
7

点
、
贄
が
5
0
点
、
中
屶
作
物
が８
点
、
白
米・
麦
が
1
0
点
で
、
そ
の
い
ずれ
に
属

す
る
か不
明で
あ
る
が地
力
貢
進
物の
荷
札
と
推
定で
き
る
もの
が
2
9
点
か
ぞえ

ら
れ
る
。税
の
種
類
に
よっ
て
そ
れ
ぞれ
に記
救ほ
式
が認
め
ら
れ、
祠
につ
い

て
は
、
賦
役
令第２
条（
訓
皆
随
近
条
）の
規
定
に
よ
り
、国
郡
里
戸
主
姓
名
、

貢
進者
姓
名
、貢
進
物、
数
量
、
年
月口
が記
さ
れ
る
。
但し
戸
主姓
名
、
国
名

な
どの
省
略
さ
れ
るこ
と
が
ま
幺あ
る
が、こ
れ
は
簡に
お
さ
め
ら
れ
る文
字
数

に
限
界
があ
るこ
と
か
ら
く
る略
記で
あ
る
場
合
、同一
貢
進
者の
荷
物
が２
個

第　51司

天
平
卜
七
年
十月Ⅲ
囗

能
前
国
赤
坂
部川匝
郷調
鍬十
目

周
防
国
大
嶋
邵
美
敢
郷
凡
海
阿
耶
川
"
＼御
調
塩二
斗

以
上
に
なっ
た
際
に一
方
を
省
略
し
て
書
く
場
合
な
ど
の
略
法
で
あ
る
。
正
倉
院

現
存
の
古
裂
銘
文
で
友
尸
主
姓
名
の
略
さ
れて
い
る
も
の
が
故
点
認
め
ら
れ
る
こ

と
も
参
考
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

八
進
物
の
数（ｍ
に
つ
い
て
み
る
と
、正
丁
―人
相
当
量
の
も
の
と
、
そ
の
柘
に

あ
た
る
も
の
が
あ
る
。
柘
は
次
丁
・
中
男
の
輪（ｍ
で
は
な
い
か
ら
別
の
事
債
が
考

慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
た
ま
た
ま
今
回
の
木
筒
に
、
同
年
度
同一
人
貢
進の
調

扎
が３
枚
あ
るこ
と
か
ら
推
し
て
、
柘
量
は正
丁
―人
分
の
調
を３
個
の
荷
に
お

け
て
包
装
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
札
を
付
け
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。天
平
１１一
年
伊
豆

国
正
税
帳
に
は
、
周
旋
堅
魚
を
買
得
す
る
際
の
単
価
を
正
丁
１
人
輪
量
の
曷
に
あ

た
るＨ
斤
1
0
両（
＝
稲
1
0
束
）
で
表
わ
し
て
い
る
が
、
こ
乂
に
も
た
ま
た
ま正
丁

１
人
の
周
を３
箇
の
荷
に
っ
く
る
当
時
の
慣
行
が示
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
郷
里
名
に
関
し
て
は
倭
名
鈔
に
み
あ
た
ら
な
い
も
の
が
数
点
あ
る
し
、

郷
里
併
記
の
簡
で
年
時
の
明
ら
か
な
も
の
は
、
神
亀
４
年
か
ら
天
平
元
年
まで
の

間
に
限
ら
れ
る
。
貢
進
物
は
塩
が
多
く
、
ほ
か
波
奈
佐
久（
？
）
、
堅
魚
、
億
堅

魚
、
鰒
、
耽
羅
鰛
、
海
松
、
鍬
、
綿
な
ど
で
あ
り
、
海
産
物
は
全
国
各
地
か
ら
、

鍬
は
嚇
前・
陥
中・
備
後
か
ら
、
綿
は
西
海
逆６
ヶ
国
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
貢
上
さ
れ

６
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て
い
る。
綿
は
い
ず
れ
も４
両
１
屯
包で
｝呂
屯
ごとの
荷
にっ
け
ら
れて
おり
、

以
進主
休
は
郡で
あ
る
。
筑
紫の
綿
は万
葉
集
に
もこ
れ
を賞
し
た
もの
があ
り

（
い§
）、
正
史に
も太
宰
府
か
ら綿
を以
上
させ
た
資
料
は
多
い
。
貢
進年
時

は
、
ほ
かの
地
方
。以
進
物の
大
多
数
が天
平
1
7
年
か
ら天
平
1
9
年
まで
の
も
ので

あ
るの
に
対
し
、
養
老２
年
か
ら天
平３
年
まで
と一
時
期
さ
かの
ぼ
る。こ
れ

は
し
かし
、
郡
が
府
庠
に
納
め
た年
時
を示
す
もの
で
あ
る
か
ら、
京
庫
に
は
い

っ
た年
時
は
判
明
し
な
い
が
、天
平
1
9
年
を下
るこ
と
が
ない
と
して
、天
平
1
4

年正
月
から
1
7
年６
月
に
お
よ
ぶ
太
宰
府
廃
齔の
時
期
が何
ら
かそ
れに
関
係
が

あ
るよ
うに
お
もね
れ
る
。
府
の
廃
止
に
よ
り
府副
物
は筑
前国
司
にけ
託
す
る

こ
とに
なっ
た
が、
そ
の
ご一
部
が京
申
に
運
進
さ
れ
る
よ
う
なこ
と
が
あっ
だ

ので
は
な
かろ
う
か。

綿と
と
もに
貢
進者
個
人
名
が明
記
さ
れ
ず
、邯
郷単
匳
に
。貞
道
さ
れて
い
る

もの
に
鍬
があ
る
。
賦
役
令の
規
定で
は卍
丁
１
人３
囗
と
なっ
て
い
る
が、
的

札
は
、
1
0
凵
ごと
にっ
け
ら
れ
、
陥
中
賀
夜邯
大井
郷
か
らの
もの
と
推
定
さ
れ

る「
大
井
鍬
十
口
」
と
略記
さ
れ
た
札
も
あ
る
。

以
上
調
物
につ
いて
み
る
と
、
綿
をの
ぞ
いて
は
い
ず
れ
も賦
役
令
第１
条
規

定
の
洲
雑
物
と
して
あ
げ
ら
れて
い
る
も
の
に
あ
た
る
。

なお
、
尾
張
国
智
多
邯
の
訓
塩札
に
は
年月口
の下
に
郷
長
の
習
名の
あ
る
も

第
1
3
次平
城
宮
発
拙
訓
査
出土
の
木
簡

の
が一
点
存
す
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

つ
ぎ
に
贄
札
で
あ
る
が
、
断
簡
類
を
あ
わ
せ
た
総
点
数
5
0
点
の
う
ち
、
3
6
点
が

参
河
国
插
豆
邯
隍
鵈・
貯
嶋（
佐
久
嶋
）
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
卜
ず
れ
も
年
時

は
し
め
さ
れ
て
い
な
い
が
、
閠
９
月
の
も
の
が
あ
り
、
ほ
かの
荷
札
の
年
時
が
天

平
1
7
年
か
ら
1
9
年
に
集
中
し
て
レ
る
こ
と
を
併
せ
考
え
る
な
ら
、
天
平
1
8
年
も
し

く
は
そ
れ
に
近
い
年
時
の
も
の
と
断
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
貢
進
物
は
大
半
が

佐
米
で
ほ
か
に
赤
魚
、
宇
波
加
が
各
１
点
づ
＆
あ
る
。
責
巡
月
は
赤
魚
の
正
月
を

の
ぞ
い
て
は
、
５
・
６
・
７・
８
月
に
集
中
し
て
お
り
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
佐
米

の
漁
獲
時
期
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
が
、
な
かで
も５
・
７
両
月
が
多
い
の
は
、
節

月
。頁
上
と
い
う
肛
情
が
あ
る
と
お
も
ね
れ
る
。両
嶋
の
海
部
は
所
訓
行
人
で
あ
り
、

巾
吐
伊
勢
神
宮
餡
と
なっ
たこ
れ
ら・の
嶋
々
は
、
奈
良
蝮
代
に
は
皇
室
所
領
と
し

て
贄
貞
進
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
行
貢
進
国
は
ほ
か
に
武
蔵
が４

点
、
常
陸
が２
点
を
か
ぞ
え
、
心
海
道
に
多
く
み
ら
れ
る
点
も
注
意
し
て
お
い
て

よ
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
貞
進
物
は
…有海
藻
が
多
く
、
そ
の
ほ
か
蚊・
水
母・
多
比

胖
な
どで
あ
る
。

巾
男
作
物
は
参
河
、
述
江（
２
点
）
、
越
中
、
伯
耆
、
美
作
、
伊
与
の
６
ヶ
国

か
ら
川
あ
る
い
は
郷
胝
位
に
出
さ
れて
い
る
。
貢
進
物
は
、
小
擬
、
堅
魚
、
鯖
、

侑
帖
、
胼
な
ど
で
あ
る
。

図６
第

越
中国・羽
咋
伽
甲ｍＪ作
物
鯖
心
的
隻

７
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白
米
に
つ
い
て

は
、
貢
進
者
個
人
名
が
明
記
さ
れ
て

い
る
も
の

と
、
個
人
名
が

記

さ
れ
ず
国
郡
郷
で
記
載
の
完
結
し
て

い
る
も
の
の
２
碌
が
あ

る
。

い
ず
れ
も
５

斗

ご
と
の
荷

に
つ
け

ら
れ

た
も
の
で
あ

る
。
白
米
は
、
２
月
９
囗
の
日
付
を
も
つ

も
の
が

あ
り
、
正

月

か
ら
８
月
の
間
に
貢

上
す
る
舂
米
の
運
京
時
期
に
合
致
す
る

こ
と
（
ｍ
…
令

舂
米
運
京
条
）
、
ま
た
貢

進
国
が
阿
波

を
の
ぞ
い
て
は
延
喜
民

部
式

所
載

の
舂
米
貢
進
国
に
一
致
す

る
こ
と
か
ら
、
舂
米
と
推
定
し
て
誤
り
な

か
ろ
う

。

麦

は
単

に
「

進
上
」
と
あ

る
の
と
「

官
交
易
」
と
さ
れ
て

い
る
の
と
２
種

あ
る
が
、

後

者
に
つ
い
て
は
、
天
平
９
年
和
泉
監
正

税
帳
の
「
納
民

部
省
年

抖
交
易
麦
肆

斛

縁

貲

届
肖

臨

Ｊ

」
と
あ
る
の
が
併
せ
参
昭

さ
れ
る
。

パ
。’・‐一
　
４
門
　
　
　
　
　
　１
り
爿

以
上
地
方
貢
進
物
の
荷
札
に
つ
い
て
大
要

を
記

し
た
が
、
右

に
あ
げ

た
も
の
の

ほ
か
に
も
国
郡
郷
名
を
略
記

し
た
も
の
で
、
諸
国

か
ら
の
荷
札

と
推
定
で
き

る
も

の
が
数
点
あ
る
こ
と
を
阡
記

し
て

お
く
。

つ
ぎ
に
宮
内
の
保
管
整
理
川
の
阡
扎
に
つ
い
て

ゞ
あ

る
、が
、
折

損
、
長
損

、
籠
、

火
爐
な

ど
の
器
物
順

に
つ
け

た
も
の
、
御
取
飽
、
生
蝮
、
鮒
、
麻
須
、
搗
香
な
ど

に
つ
け
た
小
形

の
も
の
、
こ
の
ほ
か
織

物
に
つ
け

た
小
片
の
防
扎
が
％
］点
あ
り
、

第
７
図

阿
波
国
阪
野
鄙
井
隈
戸

主
波
多

マ
足
人
戸

秦
人
豊
日
白
米
五
斗

織
物
を

い
れ

た
樞

に
つ
け

た
も
の
が
５
点
あ

る
。
織
物
は
色

十
付
抖
で
あ
ら
わ
さ
　

８

れ
、
色
調
で
大
半
を
占

め
る
の

は
緑
で
こ
れ
に
白
、
浅
（
薄
）
、
中
、
黒
の
４

種

が
あ
り
、
ほ

か
に
青
、
縹
が
あ

る
。
付
料
は
糸
、

纈
、
綾
、
絶
、
東

絶
、
調
絶
、
交

紗
纈
、

絹
な
ど
各
種
に
わ
た
る
。
衣

服
令
刺
川

の
規
定
で
は
、
緑
衣
な

ら
ば
６
位
、

７

位
の
衣

服
で
あ
る
が
、

こ
の
な
か
に
「
御

服
」

の
文
言
が
み
え
る
こ
と
は
、

こ

れ
ら
を
使
用

し
た
身
分

を
推
定
す

る
の

に
参
考
に
な
る
。

１Ⅲ
　
　

こ
の
頂

は
今
回
出

土
の
筒
で

は
も
つ
と
も
多
数
を
占

め
る
。
総
点
数
の

Ｃ
半
数

を
し
め
る
削

り
盾

の
内
容

は
ほ
と
ん
ど
が
こ
れ
に
属

す
る
。
同
じ
文
字
を
隶
‥

き
っ

ら
ね
た
も
の
、

同

じ
屬
の
も
の
を
ａ
‥
き

あ
げ

た
も
の
、

何
川

も
削
り
と
つ

て
２
重
３
重

に
習
隶
‥
し

た
も
の
も
あ

る
。
習
μ
‥
の
手
本
と
な
つ

た
と
お
も
わ
れ
る

「
文
選
巻
第
口

」

と
記
し
た
筒
、
字
類
を
み
て
ａ
‥
き
出
し

た
と
推
定

さ
れ
る
「

羊

蹄
」
「
鴨
頭
草
」
な
ど
草
名
の
み
え
る
簡
、

つ
莫
嬾
読
書
云

々
」
と
読
書
を
お
こ

た

る
こ

と
を
戒

め
た
文
言
の
み
え
る
も
の
も
あ
る
。
「

滑
稽
権
大

」「

腸
断
惜
風
景

於
皀
」
の
字

句
や
筆
の
す
さ

び
に
書

い
た
人
物
絵
や
鳥
の
絵
も
お
も
し
ろ

い
。「

意

夜
志
己

々
呂
曽
」
、
「

津
玖
余
々
美
宇
我
礼
」

な
ど
万
葉
仮
名
を
記

し
た
簡
も
あ

り
、

国
語

史
上
豈
重
な
資
料

と
お
も
ね
れ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
狩
野
　

久
）

図
８

第

Ⅲ
口

之
比
等

等
々
流
刀
毛

屆
夜
志
己
々

呂
曽

。－
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